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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第64期
第２四半期
連結累計期間

第65期
第２四半期
連結累計期間

第64期
第２四半期
連結会計期間

第65期
第２四半期
連結会計期間

第64期

会計期間

自  平成20年
    ４月１日
至  平成20年
    ９月30日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成20年
    ７月１日
至  平成20年
    ９月30日

自  平成21年
    ７月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成20年
    ４月１日
至  平成21年
    ３月31日

売上高 (百万円) 30,495 23,557 19,143 13,964 73,118

経常利益又は経常損失
(△)

(百万円) △726 △469 848 545 2,836

四半期(当期)純利益又は
四半期純損失(△)

(百万円) △580 △356 363 253 1,617

純資産額 (百万円) － － 38,277 38,969 39,577

総資産額 (百万円) － － 79,527 72,750 81,975

１株当たり純資産額 (円) － － 656.51 670.32 681.03

１株当たり四半期(当期)
純利益金額又は四半期純
損失金額(△)

(円) △10.07 △6.19 6.30 4.40 28.05

潜在株式調整後１株当た
り四半期(当期)純利益金
額

(円) － － － － －

自己資本比率 (％) － － 47.6 53.1 47.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,863 1,894 － － △118

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △3,601 93 － － △3,791

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 2,896 △1,733 － － 3,734

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) － － 5,199 7,890 7,551

従業員数 (名) － － 1,668 1,708 1,695

(注)  １  売上高には、消費税等は含まれておりません。

２  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため、また、第64

　　期第２四半期連結累計期間及び第65期第２四半期連結累計期間は１株当たり四半期純損失が計上されてい

　　るため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成21年９月30日現在

従業員数(名) 1,708

(注)　従業員数は就業人員であります。

　

(2) 提出会社の状況

平成21年９月30日現在

従業員数(名) 699

(注) 　従業員数は就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

　

事業の種類別セグメントの名称 生産高(百万円) 前年同四半期比(％)

水処理装置事業 12,641 11.5

薬品事業 869 △59.0

合計 13,510 0.4

(注) １　上記の金額は販売価格をもって表示しております。

２　上記の金額には消費税等は含まれておりません。

３　当社グループの生産は提出会社と連結子会社であるオルガノプラントサービス株式会社でその大半を占めて

いるため、上記金額は両社の金額を表示しております。

４　上記の金額は受注生産の金額であります。なお、食品添加剤（薬品事業）の生産については、第１四半期連結会

計期間より見込生産として取扱うことといたしました。（当第２四半期連結会計期間　676百万円）

　

(2) 受注実績

当第２四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

　

事業の種類別セグメントの名称 受注高(百万円) 前年同四半期比(％)受注残高(百万円)前年同四半期比(％)

水処理装置事業 6,432 △60.6 25,709 △39.0

薬品事業 1,780 △35.8 649 12.6

合計 8,213 △57.0 26,359 △38.3

(注) １　上記の金額には消費税等は含まれておりません。

２　当社グループの受注は提出会社と連結子会社であるオルガノプラントサービス株式会社でその大半を占めて

いるため、上記金額は両社の金額を表示しております。

　

(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

水処理装置事業 10,204 △31.2

薬品事業 3,760 △12.7

合計 13,964 △27.1

(注) 上記の金額には消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、事業等のリスクについて新たに発生した事項または重要な変更は

ありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が

判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、中国をはじめとするアジア経済の回復を背景に輸

出・生産が改善し、一部に景気持ち直しの動きが見えつつあるものの、投資・消費の低迷や円高などの影

響により、依然として厳しい状況が続いております。

　当社グループを取り巻く市場環境は、企業収益の悪化や先行きの不透明感を背景に、民間部門の設備投

資が大幅に減少しており、生産水準が回復しつつある中でも消耗品交換やメンテナンスなどの削減・規

模縮小が見られるなど、引き続き非常に厳しい状況で推移しております。

このような状況のもと、当社グループは業務効率化による固定費の削減や、各種コストダウンによる原

価低減を徹底し、損益分岐点の引き下げに取り組むとともに、省エネ・省コストや環境負荷低減へのニー

ズに応えるべく、顧客への提案活動を中心としたソリューション営業の強化や排水・回収処理技術の開

発・体制の強化に取り組んでまいりました。

　この結果、当第２四半期連結会計期間は大型設備投資が減少したことから受注高8,213百万円（前年同

四半期比57.0％減）、売上高13,964百万円（同27.1％減）となりました。一方、利益面につきましては、固

定費削減や原価低減が奏功したものの、売上の減少が大きく影響し、営業利益596百万円（同27.5％減）、

経常利益545百万円（同35.7％減）、四半期純利益253百万円（同30.2％減）となりました。

事業のセグメント別業績は次のとおりであります。

[水処理装置事業]

当事業においては、電子産業関連を中心に大型水処理設備の受注が減少したことに加え、メンテナンス

・機能商品の売上が減少したことから、受注高6,432百万円（前年同四半期比60.6％減）、売上高10,204

百万円（同31.2％減）、営業利益172百万円（同16.2％減）となりました。

[薬品事業]

当事業においては、前年同期に比べ生産水準が低迷したことから、イオン交換樹脂・水処理薬品の売上

が減少し、受注高1,780百万円（前年同四半期比35.8％減）、売上高3,760百万円（同12.7％減）、営業利

益423百万円（同31.3％減）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における資産の残高は、第１四半期連結会計期間末に比べ3,035百万円減

少し、72,750百万円になりました。これは主に、受取手形及び売掛金2,858百万円の減少、仕掛品を中心と

したたな卸資産175百万円の増加及び有形固定資産239百万円の減少によるものであります。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債の残高は、第１四半期連結会計期間末に比べ3,274百万円減

少し、33,780百万円となりました。これは主に、支払手形及び買掛金2,485百万円の減少及び借入金1,242

百万円の減少によるものであります。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、第１四半期連結会計期間末に比べ239百万円増

加し、38,969百万円になりました。これは主に、四半期純利益の計上に伴う利益剰余金253百万円の増加に

よるものであります。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。）は、第１四半期連

結会計期間末に比べ90百万円増加し、7,890百万円になりました。

当第２四半期連結会計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結会計期間において、営業活動によって得られた資金は、1,371百万円となりました。こ

れは主に、税金等調整前四半期純利益523百万円、減価償却費346百万円、賞与引当金をはじめとする引当

金の増加545百万円及び売上債権の減少3,253百万円の資金の増加に対し、たな卸資産の増加168百万円及

び仕入債務の減少2,557百万円の資金の減少があったことによるものであります。（前第２四半期連結会

計期間は54百万円の収入）

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結会計期間において、投資活動によって支出された資金は、50百万円となりました。こ

れは主に、有形固定資産の取得による支出77百万円の資金の減少があったことによるものであります。

（前第２四半期連結会計期間は1,634百万円の支出）

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結会計期間において、財務活動によって支出された資金は、1,238百万円となりました。

これは主に、借入金の減少1,232百万円によるものであります。（前第２四半期連結会計期間は86百万円

の支出）

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は437百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除去等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除去等の計画はありま

せん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 126,960,000

計 126,960,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 57,949,62757,949,627
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 57,949,62757,949,627― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成21年９月30日 － 57,949 － 8,225 － 7,508
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(5) 【大株主の状況】

　 　 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

東ソー株式会社 東京都港区芝３丁目８番２号 23,877 41.20

ピクテ　アンド　シー　ヨーロ
ッパ　エスエー
（常任代理人　株式会社三井住友
銀行）

1 BOULEVARD ROYAL L-2016 LUXEMBOURG
LUXEMBOURG
（東京都千代田区有楽町１丁目１番２号）

2,113 3.65

株式会社　みずほ銀行
（常任代理人　資産管理サービス
信託銀行株式会社）

東京都千代田区内幸町１丁目１番５号
（東京都中央区晴海１丁目８番12号）

1,773 3.06

ザ　バンク　オブ　ニューヨーク
ジャスディック　トリーティー　
アカウント
（常任代理人　株式会社みずほ
コーポレート銀行決済営業部）

AVENUE DES ARTS 35 KUNSTLAAN. 1040
BRUSSELS. BELGIUM
（東京都中央区月島４丁目16番13号）

1,566 2.70

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８番11号 1,565 2.70

みずほ信託銀行株式会社
（常任代理人　資産管理サービス
信託銀行株式会社）

東京都中央区八重洲１丁目２番１号
（東京都中央区晴海１丁目８番12号）

775 1.34

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 625 1.08

リーマン　ブラザーズ　インター
ナショナル（ヨーロッパ）
（常任代理人　株式会社みずほ
コーポレート銀行決済営業部）

25 BANK STREET LONDON E14 5LE ENGLAND
（東京都中央区月島４丁目16番13号）

583 1.01

明治安田生命保険相互会社
（常任代理人　資産管理サービス
信託銀行株式会社）

東京都千代田区丸の内２丁目１番１号
（東京都中央区晴海１丁目８番12号）

549 0.95

エスジーエスエス　ナント　パイ
オニア　ファンズ
（常任代理人　香港上海銀行東京
支店）

SOCIETE GENERALE 29 BOULEVARD HAUSSMANN
PARIS-FRANCE
（東京都中央区日本橋３丁目11番１号）

483 0.83

計 ― 33,910 58.52

（注）　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりであります。

　　　　　日本トラスティ・サービス信託銀行会社（信託口）　　　1,565千株　　　

　　　　　日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）  　　　625千株　
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
  普通株式  　307,000

― ―

完全議決権株式(その他)   普通株式 57,045,000 57,045 ―

単元未満株式   普通株式  　597,627 ― ―

発行済株式総数            57,949,627 ― ―

総株主の議決権 ― 57,045 ―

(注) １　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式445株が含まれております。

２　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株（議決権３個）含

まれております。

　

② 【自己株式等】

平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
オルガノ株式会社

東京都江東区
新砂１丁目２番８号

307,000― 307,000 0.53

計 ― 307,000― 307,000 0.53

　
　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 700 824 830 818 757 737

最低(円) 542 687 728 655 685 653

(注)　株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、本四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連

結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づ

き、当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累

計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて

作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月

１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30

日まで）に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９

月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、聖橋監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,419 8,494

受取手形及び売掛金 23,471 33,210

リース投資資産 2,858 2,950

商品及び製品 2,999 3,253

仕掛品 ※2
 5,006 4,009

原材料及び貯蔵品 935 965

繰延税金資産 1,112 816

その他 1,056 920

貸倒引当金 △64 △108

流動資産合計 45,796 54,512

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 18,984 18,940

減価償却累計額 △10,025 △9,702

建物及び構築物（純額） 8,958 9,238

機械装置及び運搬具 4,817 4,779

減価償却累計額 △3,793 △3,679

機械装置及び運搬具（純額） 1,024 1,099

土地 12,336 12,335

建設仮勘定 25 20

その他 3,461 3,432

減価償却累計額 △2,745 △2,621

その他（純額） 715 811

有形固定資産合計 23,060 23,504

無形固定資産 467 505

投資その他の資産

投資有価証券 1,069 1,058

繰延税金資産 1,979 2,001

その他 559 581

貸倒引当金 △182 △187

投資その他の資産合計 3,425 3,453

固定資産合計 26,954 27,463

資産合計 72,750 81,975
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(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 10,391 17,633

短期借入金 9,240 9,401

未払法人税等 242 741

繰延税金負債 7 5

賞与引当金 790 941

製品保証引当金 210 223

工事損失引当金 ※2
 229 237

その他 3,964 3,513

流動負債合計 25,075 32,697

固定負債

長期借入金 4,914 6,109

繰延税金負債 6 1

退職給付引当金 3,625 3,418

その他 158 170

固定負債合計 8,705 9,700

負債合計 33,780 42,398

純資産の部

株主資本

資本金 8,225 8,225

資本剰余金 7,508 7,508

利益剰余金 23,348 24,051

自己株式 △307 △304

株主資本合計 38,773 39,479

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 112 72

為替換算調整勘定 △247 △293

評価・換算差額等合計 △134 △220

少数株主持分 330 318

純資産合計 38,969 39,577

負債純資産合計 72,750 81,975
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 30,495 23,557

売上原価 23,939 17,854

売上総利益 6,556 5,702

販売費及び一般管理費 ※１
 7,245

※１
 6,099

営業損失（△） △689 △397

営業外収益

受取利息 22 15

受取配当金 17 17

固定資産賃貸料 20 22

為替差益 － 31

持分法による投資利益 17 －

その他 22 25

営業外収益合計 99 112

営業外費用

支払利息 102 125

為替差損 30 －

持分法による投資損失 － 58

その他 3 1

営業外費用合計 136 184

経常損失（△） △726 △469

特別利益

前期損益修正益 ※２
 22 －

貸倒引当金戻入額 6 43

その他 1 0

特別利益合計 30 44

特別損失

固定資産廃棄損 40 6

事務所移転費用 97 －

事業所整理損 － 18

その他 11 4

特別損失合計 150 28

税金等調整前四半期純損失（△） △846 △453

法人税等 ※３
 △285

※３
 △99

少数株主利益 19 2

四半期純損失（△） △580 △356
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 19,143 13,964

売上原価 14,741 10,329

売上総利益 4,402 3,635

販売費及び一般管理費 ※１
 3,579

※１
 3,039

営業利益 822 596

営業外収益

受取利息 12 7

受取配当金 0 0

固定資産賃貸料 12 11

為替差益 － 2

持分法による投資利益 48 －

その他 10 7

営業外収益合計 84 29

営業外費用

支払利息 54 55

為替差損 3 －

持分法による投資損失 － 23

その他 1 0

営業外費用合計 58 79

経常利益 848 545

特別利益

前期損益修正益 ※２
 22 －

貸倒引当金戻入額 － 0

その他 0 0

特別利益合計 23 1

特別損失

固定資産廃棄損 18 4

事務所移転費用 97 －

事業所整理損 － 18

その他 11 0

特別損失合計 128 22

税金等調整前四半期純利益 743 523

法人税等 ※３
 361

※３
 268

少数株主利益 19 1

四半期純利益 363 253
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △846 △453

減価償却費 787 692

引当金の増減額（△は減少） 666 △37

受取利息及び受取配当金 △39 △33

支払利息 102 125

為替差損益（△は益） 6 △69

持分法による投資損益（△は益） △17 58

固定資産廃棄損 40 6

売上債権の増減額（△は増加） 3,051 10,773

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,377 △675

仕入債務の増減額（△は減少） △409 △7,425

その他 △923 △285

小計 △959 2,676

利息及び配当金の受取額 39 32

利息の支払額 △120 △124

法人税等の支払額 △823 △690

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,863 1,894

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △699 451

有形固定資産の取得による支出 △2,851 △310

無形固定資産の取得による支出 △54 △45

投資有価証券の取得による支出 △4 △3

貸付金の回収による収入 1 1

その他 7 △1

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,601 93

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,904 △185

長期借入金の返済による支出 △645 △1,194

配当金の支払額 △345 △345

その他 △16 △7

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,896 △1,733

現金及び現金同等物に係る換算差額 △14 85

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,582 338

現金及び現金同等物の期首残高 7,781 7,551

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 5,199

※１
 7,890
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【継続企業の前提に関する事項】

　

当第２四半期連結会計期間 (自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)

該当事項はありません。

　

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日 
  至　平成21年９月30日)

　会計処理基準に関する事項の変更

　完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、請

負金額５億円以上かつ工期１年超の工事については工

事進行基準を、その他の工事については工事完成基準

を適用しておりましたが、「工事契約に関する会計基

準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及び

「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を第１四半

期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間

に着手した工事契約から、当第２四半期連結会計期間

末までの進捗部分について成果の確実性が認められる

工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積り

は原価比例法）を、その他の工事については工事完成

基準を適用しております。

これにより、当第２四半期連結累計期間の売上高は

239百万円、売上総利益は3百万円それぞれ増加し、営業

損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失がそれ

ぞれ３百万円減少しております。

なお、セグメント情報に与える影響は（セグメント

情報）に記載しております。

　

【簡便な会計処理】

　

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日 
  至　平成21年９月30日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連

結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認

められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使

用して貸倒見積高を算定しております。

２　繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連

結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発

生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結

会計年度において使用した将来の業績予測やタックス

・プランニングを利用する方法によっております。
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【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日 
  至　平成21年９月30日)

１　税金費用の計算

税金費用については、「四半期財務諸表に関する会

計基準の適用指針」第19項の規定により、「中間財務

諸表等における税効果会計に関する実務指針」第12項

（法定実効税率を使用する方法）に準じて計算してお

ります。

なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示

しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　１　偶発債務

従業員の銀行借入金に

対する保証債務
19百万円

※２　損失が見込まれる工事契約に係るたな卸資産と工

事損失引当金は、相殺せずに両建てで表示してお

ります。

損失の発生が見込まれる工事契約に係るたな卸資

産のうち、工事損失引当金に対応する額は、仕掛品

211百万円であります。

　１　偶発債務

従業員の銀行借入金に

対する保証債務
21百万円

―――――――――――
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(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

※１  このうち主なもの及び引当金繰入額は次のとおり

であります。

従業員給与手当・賞与 1,965百万円

減価償却費 287百万円

技術研究費 1,062百万円

賞与引当金繰入額 360百万円

退職給付引当金繰入額 190百万円

 

※２　前期損益修正益は、固定資産除却による修正益であ
ります。

※３　税金費用については、「四半期財務諸表に関する会

計基準の適用指針」第19項の規定により、「中間

財務諸表等における税効果会計に関する実務指

針」第12項（法定実効税率を使用する方法）に準

じて計算しております。

　なお、法人税調整額は、「法人税等」に含めて表示

しております。

※１  このうち主なもの及び引当金繰入額は次のとおり

であります。

従業員給与手当・賞与 1,734百万円

 技術研究費 861百万円

賞与引当金繰入額 284百万円

退職給付引当金繰入額 191百万円

　 　

 

―――――――――――

 

※３　同左

　

第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

※１  このうち主なもの及び引当金繰入額は次のとおり

であります。

従業員給与手当・賞与 833百万円

減価償却費 147百万円

技術研究費 536百万円

賞与引当金繰入額 245百万円

退職給付引当金繰入額 102百万円

 

※２　前期損益修正益は、固定資産除却による修正益であ

ります。

※３　税金費用については、「四半期財務諸表に関する会

計基準の適用指針」第19項の規定により、「中間

財務諸表等における税効果会計に関する実務指

針」第12項（法定実効税率を使用する方法）に準

じて計算しております。

　なお、法人税調整額は、「法人税等」に含めて表示

しております。

※１ このうち主なもの及び引当金繰入額は次のとおり

であります。

従業員給与手当・賞与 753百万円

技術研究費 437百万円

賞与引当金繰入額 184百万円

退職給付引当金繰入額 90百万円

　 　

 

―――――――――――

 

※３　同左
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

※１  現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間

末残高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記され

ている科目の金額との関係（平成20年９月30日現

在）

 

現金及び預金勘定 6,707百万円

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金
△1,508百万円

現金及び現金同等物 5,199百万円

※１  現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間

末残高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記され

ている科目の金額との関係（平成21年９月30日現

在）

 

現金及び預金勘定 8,419百万円

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金
△528百万円

現金及び現金同等物 7,890百万円
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(株主資本等関係)

　

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間 (自　平成21年４月１

日　至　平成21年９月30日)

　

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 57,949,627

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 307,445

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月26日
定時株主総会

普通株式 345 6 平成21年３月31日 平成21年６月29日 利益剰余金

　

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年11月4日
取締役会

普通株式 230 4 平成21年９月30日 平成21年12月７日 利益剰余金

　

(有価証券関係)

当社グループの所有する有価証券は、企業集団の事業の運営において重要なものではありません。

　

(デリバティブ取引関係)

ヘッジ会計が適用されるものについては、記載対象から除いているため該当事項はありません。

　

(ストック・オプション関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成20年７月１日  至  平成20年９月30日)

　 水処理装置
事業
(百万円)

薬品事業
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

　　売上高 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する売上高 14,836 4,307 19,143 ― 19,143

(2) セグメント間の内部売上高
　　又は振替高

― ― ― ― ―

計 14,836 4,307 19,143 ― 19,143

　　営業利益 205 617 822 ― 822

（注）　１　事業区分の方法 

　　　内部管理上採用している区分によっております。 

　２　各事業区分の主要製品

事業区分 主要製品

水処理装置事業

超純水装置、復水脱塩装置、上下水道設備、排水処理装置、純水装置、標

準型水処理装置、その他各種水処理装置、土壌浄化システム、水処理装

置の維持管理

薬品事業
イオン交換樹脂、活性炭、凝集剤、缶内処理剤、冷却水処理剤、食品添加

剤、その他各種水処理薬品

　３　第１四半期連結会計期間から「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５

日　企業会計基準第９号）を適用しております。

　４　第１四半期連結会計期間から機械装置の耐用年数を変更しております。

　

当第２四半期連結会計期間(自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日)

　 水処理装置
事業
(百万円)

薬品事業
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

　　売上高 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する売上高 10,204 3,760 13,964 ― 13,964

(2) セグメント間の内部売上高
　　又は振替高

― ― ― ― ―

計 10,204 3,760 13,964 ― 13,964

　　営業利益 172 423 596 ― 596

（注）　１　事業区分の方法

　　　内部管理上採用している区分によっております。

　２　各事業区分の主要製品

事業区分 主要製品

水処理装置事業

超純水装置、復水脱塩装置、上下水道設備、排水処理装置、純水装置、標

準型水処理装置、その他各種水処理装置、土壌浄化システム、水処理装

置の維持管理

薬品事業
イオン交換樹脂、活性炭、凝集剤、缶内処理剤、冷却水処理剤、食品添加

剤、その他各種水処理薬品

　３　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」「会計処理基準に関する事項の変更」

に記載のとおり、第１四半期連結会計期間から「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成

19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年

12月27日）を適用しております。
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前第２四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年９月30日)

　 水処理装置
事業
(百万円)

薬品事業
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

　　売上高 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する売上高 22,342 8,153 30,495 ― 30,495

(2) セグメント間の内部売上高
　　又は振替高

― ― ― ― ―

計 22,342 8,153 30,495 ― 30,495

　　営業利益又は営業損失
　　（△）

△1,225 536 △689 ― △689

（注）　１　事業区分の方法 

　　　内部管理上採用している区分によっております。 

　２　各事業区分の主要製品

事業区分 主要製品

水処理装置事業

超純水装置、復水脱塩装置、上下水道設備、排水処理装置、純水装置、標

準型水処理装置、その他各種水処理装置、土壌浄化システム、水処理装

置の維持管理

薬品事業
イオン交換樹脂、活性炭、凝集剤、缶内処理剤、冷却水処理剤、食品添加

剤、その他各種水処理薬品

　３　第１四半期連結会計期間から「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５

日　企業会計基準第９号）を適用しております。これにより、当第２四半期連結累計期間の「水処理装置事

業」の営業損失が10百万円増加し、「薬品事業」の営業利益が７百万円減少しております。

　４　第１四半期連結会計期間から機械装置の耐用年数を変更しております。これにより、当第２四半期連結累計期

間の「水処理装置事業」の営業損失が９百万円増加し、「薬品事業」の営業利益が２百万円減少しており

ます。

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日)

　 水処理装置
事業
(百万円)

薬品事業
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

　　売上高 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する売上高 16,420 7,136 23,557 ― 23,557

(2) セグメント間の内部売上高
　　又は振替高

― ― ― ― ―

計 16,420 7,136 23,557 ― 23,557

　　営業利益又は営業損失 
　　（△）

△682 284 △397 ― △397

（注）　１　事業区分の方法 

　　　内部管理上採用している区分によっております。 

　２　各事業区分の主要製品

事業区分 主要製品

水処理装置事業

超純水装置、復水脱塩装置、上下水道設備、排水処理装置、純水装置、標

準型水処理装置、その他各種水処理装置、土壌浄化システム、水処理装

置の維持管理

薬品事業
イオン交換樹脂、活性炭、凝集剤、缶内処理剤、冷却水処理剤、食品添加

剤、その他各種水処理薬品

　３　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」「会計処理基準に関する事項の変更」

に記載のとおり、第１四半期連結会計期間から「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成

19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年

12月27日）を適用しております。これにより、当第２四半期連結累計期間の「水処理装置事業」の売上高が

239百万円増加し、営業損失が３百万円減少しております。なお、「薬品事業」に与える影響はありません。
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【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30日)及び当第２四半期連結会計期

間(自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日)並びに前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１

日 至 平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日)

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30日)及び当第２四半期連結会計期

間(自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日)並びに前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１

日 至 平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日)

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 670.32円
　

　 　

　 681.03円
　

(注) １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日)

前連結会計年度末
（平成21年３月31日)

純資産の部の合計額（百万円） 38,969 39,577

普通株式に係る純資産額（百万円） 38,638 39,259

差額の主な内訳（百万円） 　 　

　少数株主持分 330 318

普通株式の発行済株式数（千株） 57,949 57,949

普通株式の自己株式数（千株） 307 302

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数（千株）

57,642 57,647
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２  １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

１株当たり四半期純損失金額（△） △10.07円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

１株当たり四半期純損失金額（△） △6.19円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

(注)　１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため及び１株当たり四半期純

損失が計上されているため記載しておりません。

 ２　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日 
  至　平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失（△）
(百万円)

△580 △356

普通株式に係る四半期純損失（△）(百万円) △580 △356

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 57,658 57,644

　

第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 6.30円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

１株当たり四半期純利益金額 4.40円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

(注)　１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 ２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
  至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日 
  至　平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 363 253

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 363 253

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 57,653 57,643

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第65期（平成21年４月１日から平成22年３月31日まで）中間配当については、平成21年11月４日開催の

取締役会において、平成21年９月30日の最終の株主名簿及び実質株主名簿に記録又は記載された株主に対

し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額 230百万円

②　１株当たりの金額 4円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成21年12月７日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月６日

オルガノ株式会社

取締役会  御中

　

聖橋監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    平    山    　    昇    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    齋    藤    邦    夫    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    朝    長    義    郎    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているオル

ガノ株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、オルガノ株式会社及び連結子会社の平成20年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年11月12日

オルガノ株式会社

取締役会  御中

　

聖橋監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    平    山    　    昇    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    齋    藤    邦    男    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    朝    長    義    郎    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているオル

ガノ株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、オルガノ株式会社及び連結子会社の平成21年9

月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営

成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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